
在宅医療・介護多職種連携協議会

研修部会
～報告～

目 的

在宅医療に係る多職種連携の推進のための研修体制について検討する。

○顔の見える関係会議や在宅医療研修の内容について検討

○その他の研修（各団体主催研修会の連携・調整など）について検討

＜令和４年度＞部会内容

第１回部会
オンライン会議

（令和４年6月6日）

１ 議事 ・令和４年度 顔の見える関係会議の実施について

・意思決定支援 支援者向け研修（ｅラーニング）について

２ 報告 ・令和４年度 各団体の研修会予定一覧

１

資料２



⇒（評価アンケートの結果より）Ｒ３年度実施したオンラインを活用した顔会議は，
多職種連携の推進，およびその後のオンライン活用につながる効果があった。

○日時 令和3年10月14日（木）午後7時～9時

○参加者 市内の医療職・介護職

○規 模 70名 1グループ５～6名× 12グループ

○周 知 在宅医療に携わる事業所を中心に職能団体を通じて周知

○テーマ 『コロナ禍での多職種連携～明日につながる取り組み～』

○オンラインだからこそ実施した工夫：

・会議資料・Web会議ルール・Zoom操作説明書等を参加者に事前送付

・オンラインに不慣れな方を対象に，会議前にオンラインサポートタイムを設ける

・アイスブレイクや雑談の時間を重要視し，工程時間に余裕を持たせる

・進行役，書記の負担軽減の工夫

＜議事①＞Ｒ４年度 顔の見える関係会議の実施について
Ｒ３年度実施した顔会議・評価アンケート報告

Ｒ３年度は「オンライン」を活用した開催を試み，
多職種連携への効果が得られるかの検証を
丁寧に行いました。
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令和４年度の方向性 （R３年第３回部会で部会員の皆様よりいただいたご意見）

◆基本的にはオンライン開催（感染症の状況により，参集での開催も検討する。）

◆参加者の業務負担，事務局側の人員等を踏まえた上で，全体会議・圏域会議・アドバンス会議を開催する。

◆感染拡大時は，圏域会議を第一優先として実施する。

エリア座長 担当包括

北部 古賀先生
北部，北部第２
北柏，北柏第２

中央 織田先生
西口，西口第２
東口，東口第２

南部 平野（圭）先生
南部，南部第２

光ヶ丘

東部 石橋先生 沼南

R４年度 顔の見える関係会議

多職種の参加・多職種連携の土台づくりに加えて,支援の質向上につながるよう整理した内容

市内４エリア市全域

初参加者
（裾野を広げる）

経験者

（
北
部
）
圏
域
会
議

地域の実情に合わせたテーマで
参加者や時期を決めてはどうか

全体会議
（ＺＯＯＭ）

アドバンス
会議

（
中
央
）
圏
域
会
議

令和４年度

（
東
部
）
圏
域
会
議

（
南
部
）
圏
域
会
議

感染症の状況により，
開催を判断

分割
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今年度の顔の見える関係会議のテーマ

以上のご意見を踏まえて，今年度の顔の見える関係会議を開催します。

4

各グループのご意見

全
体

【1G】コロナ禍での連携の課題（退院時，情報共有など）
【2G】カシワニネットの利用，情報共有や連携について
【3G】コロナ禍での連携の課題

圏
域

【1G】地域性のある課題
【2G】退院時の連携，認知症・独居の方への支援 ←エリアごとに異なるテーマ
【3G】独居の方への支援

ア
ド
バ
ン
ス

【1G】自分で意思を伝えられない方への支援が難しい（認知症，がんなど）
【2G】コロナ陽性者で疾患を持つ方への対応，ルール作り（透析を受けている方など）
【3G】認知症の方への支援（意思決定）

「在宅医療に関する課題」と思うことを出し合い，そこから顔の見える関係会議の
テーマとなるものを検討しました。



■目的

・意思決定支援とはなにか，専門職が支援することの必要性・大切さを理解することができる。
・日々の支援の中で，各職種ができることを知り，実践につなげることができる。

■対象

・柏市で働く医療・介護の専門職 （特に意思決定支援の経験が少ない方）

■コンセプト

・意思決定支援ガイドラインがベース
・簡単にアクセスできる（柏市ＨＰに公開）
・短時間で受講できる構成
・実際の支援の場面を映像やイラストで紹介する

■活用方法

・柏市ホームページに限定公開 （ＵＲＬを通知した柏市の専門職のみ閲覧可能）

・事後アンケートを実施して，効果を検証。

コロナ禍で集合型研修が実施できない中でも，本人の意向を尊重した医療・介護ケアをおこなうために，

意思決定支援ｅラーニング教材の作成を進めています。

＜議事②＞意思決定支援 支援者向け研修（ｅラーニング）

導入編（５分）

・意思決定支援とはなにか，
どうして必要か

・本人や家族に対する効果
専門職にとってのメリット 等

事例からの学び

・ケース紹介(5分)
・座談会（振り返りの機会の効果）(5分)
・個別インタビュー(10分)
・まとめ(5分)

動画

在宅編 施設編

動画

構成

実践ツール

・意思決定支援ガイドライン
・振り返りカンファレンスの
進め方（例） 等
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導入編 事例からの学び 在宅編 施設編 実践ツール

導入編の資料案

◆導入編 資料案 （別紙参照）

第１回研修部会では，「導入編」の資料案について
部会員の皆様のご意見をうかがいました。

音声で解説（ナレーション）し，動画のような形にして，掲載する予定です。
（５～１０分程度）

「意思決定支援はなぜ
必要なのでしょうか･･･」

「意思決定支援とは･･･」

イメージ

「国でも意思決定支援の
取り組みをしています･･･」



導入編へのご意見

このｅラーニング研修のメインターゲットは「意思決定支援の経験が少ない方（特に介護職）」です。

そのような方々が見て，「自分たちも意思決定を支える一員なんだ!」と思ってもらえるような

導入編で取り上げる内容や工夫はどのようなことがあるでしょうか？

■部会員の皆様のご意見■
＜内容＞
・本人の意思決定支援と，残された方々への支援が同じくらい必要。
・“基礎知識編”“基礎用語編”などがあると，経験の少ない方の勉強になるのではないか。
・事例があるとわかりやすい。
・文字だけでは見づらいので，イラストや動画を使用すると良い。
・口頭で簡潔な説明があると頭に入りやすい。
・集合研修やカンファレンスに繋がると良い。
その際の研修主催者（事業所長等）の手引きがあると良い。

＜構成＞
・導入はｅラーニングで，深堀は参集での研修が行えると良いのではないか。
・空き時間で見られる良さがある。1つ15分程度など，短いコンテンツだと受講しやすい。
・小テストで振り返りができると印象に残りやすい。

＜周知の工夫＞
・各事業所で受講期間を設けて，受講を促すなどの工夫が必要。

＜課題＞
・学んだことを実践に繋げて，それを現場でどう評価するのか。 7



■研修部会

○第２回研修部会：令和５年２月２４日（金） １９：００～

■顔の見える関係会議

○全体会議

FT会議：令和４年７月７日（木） １９：００～

顔会議 ：令和４年８月４日（木） １９：００～

○圏域会議

合同FT会議：令和４年９月３０日（金） １９：００～

※圏域毎の顔会議の日程は追って決定いたします。

○アドバンス会議

FT会議：令和５年１月２７日（金） １９：００～

顔会議 ：令和５年２月１０日（金） １９：００～

今後の予定 ＊7/1時点

8

＊7月21日から

8月4日へ日程変更


